
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では、市民や企業など、様々な担い手の皆様との対話を進め、それぞれが持つ資源やノウ

ハウを活用することにより、社会的課題、行政課題の解決を図る「共創」の取組を進めています。 

この度、磯子区においても「共創」の取組として、横浜市磯子区（区長 小林 正幸）と磯子事

業会（会長 長谷川 浩正：日興テクノス株式会社 代表取締役）は、相互の連携を強化し、磯子区

における区民サービスの向上を目的として「地域活性化に関する包括連携協定」を締結しました。 

 包括連携協定を締結することにより、事業会との連携をさらに強化し、それぞれの会員が有する

ノウハウや資源などが活用され、こどもや高齢者、まちの美化・緑化の分野など地域活性化に関わ

る取組を連携して進めていきます。 

 

１ 経緯                                                                       

磯子事業会は、磯子区内の様々な業種の企業が会員となり、主に地域振興と企業の発展、業種

の壁を越えた地元企業間の連携関係を図ることを目的として、昭和 48 年に設立されました（10

月１日現在 会員数：87 社）。  

今回、磯子事業会から、磯子区制 90 周年を契機に磯子区と「これまでの連携関係を更に強め、

地域貢献活動を行いたい」とご提案いただき、10 月１日に協定を締結する運びとなりました。 
 

２ 協定締結の目的                    

  磯子事業会が地域・団体を支援する際、区役所が、地域ニーズなどの地域情報を提供する他、

磯子事業会と地域・団体との橋渡し等を行います。それにより、磯子事業会は地域や団体へスム

ーズな支援を実施することができます。 

  様々な業種の企業で構成される磯子事業会と区役所が連携することにより、重層的な地域支援

を展開することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 地域活性化に関する包括連携協定の対象分野                   
(1)   こども・青少年育成に関すること 

(2)  高齢者・障害者支援に関すること 

(3)   まちの美化・緑化の推進に関すること 

(4)   健康づくりに関すること 

(5)  防災に関すること 

(6)   その他、地域の活性化、区民サービスの向上に関すること 

 

 

平成 29 年 10 月２日 
磯 子 区 地 域 振 興 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

磯子事業会と磯子区役所が 

「地域活性化に関する包括連携協定」を締結 

 

地域を支援したい！ 

ニーズは？誰にアプローチすれば？ 

① 協定締結により、地域情報（ニーズ、キーパーソ

ン等）を提供 

② 地域・団体への橋渡しや相互の関係づくりの支

援・調整 

③ 磯子事業会から地域・団体への円滑な支援 
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４ 包括連携協定に基づく、主な取組内容                      

(1) こども・青少年育成に関すること 

■こども食堂 

子どもの成長に大切な食や交流の場を提供するこども食堂は、継続した運営が課題となっていま

す。今後も継続していくために、食材の提供やボランティア協力等の支援をいただきます。 

 ■若者就労支援 

ひきこもり等の困難を抱える若者が、より早期に社会復帰できるよう、職業訓練の一環とし

て区内の企業にインターンとして受け入れていただいています。 

■児童交通安全 

児童の交通安全を願って新入学児童へランドセルカバーを配布しています。ランドセルカバーの作

成に協力いただき、区内の交通安全に支援いただいています。 

    

（2）高齢者・障害者支援に関すること 

■認知症高齢者理解促進  

磯子区の 65 歳以上の高齢者のうち認知症高齢者数は、推計で約 6,700 人（約 15％）となってい

ます。認知症を正しく理解するため、認知症サポーター養成講座を受講していただきます。また、

磯子区徘徊高齢者あんしんネットワークの制度理解等にご協力いただきます。 

※認知症サポーター：認知症に対する正しい知識を持ち、認知症の人やその家族を見守り、自分にできる手助け

をする人です。 

※あんしんネットワークの制度：徘徊する心配のある高齢者の情報を事前に登録していただくことで、徘徊され

た方が保護された時に、身元の確認やご家族への連絡がスムーズになるシステ

ムです。 

■障害者社会参画促進 

障害者の通う作業所の自主製品（パン、お弁当、焼き菓子や手工芸品など）を事業所の売店

などで販売させていただき障害者の社会参加と、自主製品の販路拡大の機会を作っていただき

ます。 

 

（3）まちの美化・緑化の推進に関すること 

    ■清掃活動 

横浜マラソンに向け、マラソンコースの沿道を中心に清掃活動を実施していただき、気持ちよく

応援できるよう、ご協力いただいています。 

  ■緑化活動 

磯子区に来ていただく方々へのおもてなしとして、植栽や区の花であるコスモス等の種まきにより、

緑や花あふれるまちとなるようご協力いただきます。 

 

（4）健康づくりに関すること 

  ■健康経営の推進 

   企業が成長する上で、従業員の健康増進は、人的資本に対する投資として大変重要となって

います。磯子区が今後、ますます発展していくためにも、この健康経営の考え方を理解し、従業

員の健康づくりを進めていただきます。 

※「健康経営」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。 

■健康に関する講話等 

   区役所や地域などが実施する健康に関するイベント等で講話をしていただいています。 

 ■区内スポーツ活動振興 

磯子区内のスポーツ活動振興のために、区体育協会に助成等ご協力いただいています。 

 

 

 

 



 

  

 

（5）防災に関すること 

  ■休憩スペースや物資等の提供 

減災に向けては、公助だけでなく自助・共助により地域の防災力を高めていく必要がありま

す。有事の際、安全で安心な避難生活が送れるよう、事業所での休憩スペースの提供や物資等

の支援をいただきます。 

 

（6）その他、地域の活性化、区民サービスの向上に関すること 

■施設見学会への協力 

磯子区には、様々な業種の企業が立地しており、磯子の魅力のひとつでもあります。多くの

区民に PR し愛着を持ってもらえるよう、工場などの施設見学にご協力していただきます。 

■磯子まつりへの協力 

磯子区への愛着と一体感を醸成していく目的で、区民・区内活動団体・事業者等が主体となって

実施している磯子まつりに、協賛等ご協力いただいています。 

■イベントでの参加品等の提供 

    区内で開催されるイベントや大会などの参加賞や景品として、自社製品やグッズなどを提供して

いただいています。 

 ■書籍の寄贈 

   磯子図書館に様々なジャンルの本を寄贈していただいています。 

 

 

 

 

 

≪締結式(10/１)の様子≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

磯子区役所地域振興課長 椎葉 秀幸 Tel 045- 750-2390 

 

コメント（小林区長） 

区制 90 周年を契機に磯子事業会の皆様と包括連携

協定を締結できたことに感謝いたします。この協定に

より、これまでの様々な取組に加え、それぞれの企業

が有するノウハウや資源などを活用し、今まで以上に、

多岐にわたる分野で地域活性化に活躍していただける

ことを期待しています。今後も磯子事業会の皆様と磯

子区が手を携え、「笑顔あふれるまち・いそご」にして

いきたいと思います。 

コメント（長谷川会長） 

 この度締結させて頂いた、包括連携協定により、こ

れまで個別に磯子区様と行ってきた磯子事業会の地域

連携事業を、体系的に分かり易く表現する事ができ、

そして今後のより具体的な取り組みを明確にすること

が出来ました。会員企業のリソースを有効活用し磯子

区様と更なる連携を推進する事によって、より良いま

ちづくり・地域振興・地域活性化が実現できると考え

ております。この協定が磯子区の今後の発展に寄与で

きればと思っております。 

 


